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ガイ ダンスの時聞を利用した授業づくり
一技術 町 家庭科に お け る 「生きる 力」 の育成を 目 指 し た教材開発 一
学習開発コ ース (1 1 2209 1 3) 山 口 裕 太
技術 ・ 家庭科における 「生き る力J を育成する ために， ガイ ダンス の時間 を利用 した授
業づ く り に取 り 組んだ。 ガイ ダンス の時間での 目 標をふま えなが ら ， 生徒の興味 ・ 関心も
高める耕オ開発を行っ た。 張弦梁の耕オは実際に授業を行 う こ と で， 授業づ く り や耕オ開
発に対する示唆を得た。 ク ロ スパズ、ル等他の試作耕寸も実践を通 して， 耕寸の有用性を考
察する必要があ る 。
[キー ワ ー ド] 生き る力， ガイ ダンス の時間， 耕オ開発， 力， 五感
1 問題の所夜 と 方法
(1) 問題の所存及。噺究の背景
2 1 世紀の社会の多様な変化に対応 し， 新教育課
程では， í生き る力」 の育成に重点を置いている。
「生き る力」 は， 確かな学力 ・ 豊かな心 ・ 健やか
な体の育成を 目 標に している。 技術 ・ 家庭科では，
これま で も ， 実践的 ・ 体験的学習を重視 し， 実習
を通 して 「分かつ たJ íでき た」 と し づ 学びの楽 し
さ や， 作品が完成 した時の喜びが体験でき る よ う
な学習 を展開 し て き た。 こ の こ と は本来， 生徒が
持っている基本的な能力や f生き る力」 を 引 き 出
すために重要であ る と 考える。 し か し， わが国で
の普通教育での技術科 と 言えば， 現在の中学校技
術 ・ 家庭科の技術分野のみが該当 している と 言わ
ざる を得ない。 普通教育での技術教育は技術 ・ 家
庭科の授業時間は削減さ れ， 充分な技術教育に時
聞が割けない こ と も現実 と してあ る。 こ の よ う な
現状の中で， 技術 ・ 家庭科の授業時間で 「生き る
力j を合理的 ・ 効率的に育成する には どの よ う な
方法が あ る のかを考える こ と に した。
(2) 研究の 目 的
上述 した よ う に技術 ・ 家庭科の授業時間は， 男
女別学時代の中学校 3 年間での 315 時間を ピー ク
に時間数が削減 さ れてお り ， 平成 20 年の学習指導
要領の改訂では， 実質的な時間数は中学校 3 年間
で 105 時間にま で削減 さ れている。
ま た， 平成 20 年度の学習指導要領の改訂では，
それま で選択科 目 で、 あ っ た時間数 も 削減 さ れ技
術 ・ 家庭科の授業時間数は ピーク 時に比べ大幅に
減っ ている。
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今回は平成 10 年 12 月 以降の学習指導要領に明
記 さ れている 「ガイ ダンス」 の時間 を利用 した授
業づ く り について， í力」 と 「五感j をキーワー ド
に技術 ・ 家庭科におけ る 「生き る力」 の意義付け
じ それに即 した教材開発をする こ と に した。
文部科学省が発行 している保護者向 けパ ン フ レ
ッ ト に、 「生き る力j の現念が示 さ れている。 そ こ
には， íW生き る力』 は知 ・ 徳 ・ 体のバ ラ ンス の と
れた力」 と 明記 さ れている。 ま た， 学力の重要な
三つの要素を挙げている。 筆者が考え る に こ の三
つの要素は、 学校教育で行われる普通教育はも ち
ろ んの こ と ， 技術 ・ 家庭科にお け る 教育でも必要
な こ と だ と 考える。
ま た， í生き る力J を語る上で、重要にな っ て く る
こ と に， íなぜ勉強する のか」 と し づ 疑問 に答え る
必要が あ る のだろ う 。 児童生徒か ら 「なぜ勉強 し
なければな ら ないのかJ と 問われた場合二つの答
えが考え られる。
現在の世の中で行われている解答の種類は 2 種
類あるだろ う 。 一つは決ま っ た正解を 出すこ と ，
も う 一つは考えて答えを解答する こ と であ ろ う 。
では世の 中， こ の場合， 仕事をする 立場にあ る 大
人の世界では どち ら の答えが求め られてい る のだ
ろ う か。
一般には， 現在の学校教育で行われてい る よ う
なベス ト の解答ではな く ， ベタ ーの解答が求め ら
れてい る のであろ う 。 ベタ }の選択を行 う 場合は，
そのベタ }の選択を考えて行わなければな ら ない。
そ こ か らJ考えてみる と ， ベタ ーな解答を考え る 力
と さ ま ざま なベターな解答か ら よ り 良い解答を選
ぶ選択力 を養 う 必要があ る のだろ う 。 すなわち 自
己決定をする能力 を身につけ る と い う こ と にな る
のだろ う 。
こ こ で重要だ と 考え る こ と に， 自 己決定をする
能力 を身につ け る 前提 と して， 知識 ・ 理解 と 今後
の創造力 を育成 しな ければな ら ないだろ う 。 すな
わち， 技術 ・ 家庭科の 「生き る力」 を育成する教
材開発や授業には， こ れま での体験や， 知識 ・ 理
解を思い出 さ せ る も のを付加 して授業を行わなけ
ればな ら ない と 考える。
(3) 研究の方法
①次の よ う な方法で研究及び実践を行った。
a) ガイ ダ ンス の時間 で使 え そ う な教材を先行
研究及び先行実践か ら探す。
b) 試作の教材 を 実際 に授業の指導過程 に あ わ
せ授業実践を行 う 。
c)授業後にア ンケー ト を実施 し， 今後の研究課
題について考察する。
②教具 ・ 孝刷こついて
現段階で考 え て い る試作教材の種類は以下の
三つで、ある。
a) 張弦梁耕オ (張る力)
b) ク ロ スパズノレ (遠心力)
c) 正方形ノ号ズノレ (五感)
a) の張弦梁耕オの張弦梁 と は， 図 l に示すよ
う に， 板に立てた束材を介して， ボノレ ト で板に接
合 さ れた フ ッ ク (オー フ ボ、ノレ ト ) と タ ーンパ ッ ク
ルを用いて ワ イ ヤーに張力 を導入する こ と で束材
に生 じ る 上向 き の突き 上げ力が荷重に対 して抵抗
す る 力学システムである。 大空間構造の屋根を支
え る部材 と して利用 さ れ る こ と が 多 く ， 空港や駅
の コ ン コ ース ， ホールな どの大空間や， 一般の木
造住宅でも吹き 抜け空間を支える屋根部分に利用
さ れている。 張弦梁の強 さ は束材 が長 く なればな
る ほ ど強 く な る わけではな く ， 東材の突き 上げ力
を表す式で強 さ を求め る こ と ができ る。 1 )
図 1 . 張弦梁の概念図
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b) の ク ロ スパズルを図 2 に示す。 ク ロ スパズ
ノレの中 には， それぞれどち ら に も 棒があ り ， 一方
の棒を も う 一方にかみ合わせる。 う ま く 組み合わ
せてか ら振る と 外れな く なる。 これを ど う やっ て
外すかを考 え る こ と で， 楽 しみなが ら学習でき る
こ と ができ る も のである。 遠心力 を利用 して， 棒
を外す寸書造にな っ ている。
図 2. ク ロ スI �ズル
c) の正方形パズ、ルを図 3 に示す。 27 個のサイ
コ ロ 状の木片を 7 つのパーツ に分けて正方形をは
じめ， さ ま ざま な形を造る ものである。 組み合わ
せは， 2 通 り の も のか ら ， 数百通 り の も のま でさ
ま ざま あ る。
図 3. 正方形パズル
2 先行研究の検討
(1) ガイ ダンスの授業
安藤他 (2008) は， 技術ヰ教育におけ る ガイ ダ
ンス授業の有用 性 と 生徒の実態で， rwガイ ダンス』
の入 り 口 において， 生徒に こ れか ら 自 分が学ぶ こ
と について効果的に提示する こ と が， その後の生
徒の興味 ・ 関心を引 き 出すき っ かけ にな る と 推察
されるj と 明記 している。 そのこ と か ら ガイ ダン
ス の授業で， 生徒の不明 な点や疑問点 を あ えて提
示する こ と に よ り ， 興味 ・ 関心を高め， その後の
学習が効果的に行われる こ と が分かる。
(2) 耕オの先行研究 ・ 実践
①張弦梁の先行実践
張弦梁については， 三辻他 (201 1) に よ る 先行
実践が行われている。
その概要は， 以下の通 り であ る 。
技術 ・ 家庭科 (技術分野) の時間で 「木 と 針金
で、強い構造をつ く ろ う J と題 した授業が行われた。
授業では， 最初に 「大き な空間を支 え る た め に
は ど う すればよ し 、かJ と し づ 発問がな さ れた。 さ
ま ざま な意見が生徒か ら 出 されるが教師 と の対話
か ら ， 張弦梁構造の よ う な仕草丑みを考え る こ と に
誘導 してい く 。 その後は， 四つの班に分かれ製作
実習 に入る。
製作実習では， ド リ ルでの穴あけ， 釘打ち， オ
ー フ ボ、ル ト やナ ッ ト ， タ ー ンパ ッ ク ルの取 り 付け
を行っ た。 製作終了後， タ ー ンパ ッ ク ノレに よ る 張
力導入を経験 し， I弱いJ 板が 「強いJ 板に変わっ
てい く 様子を実感 した。 完成後は コ ン ク リ ー ト の
錘を載せた り ， 生徒が実際に座っ た り して， I木 と
針金に よ っ て強 く な っ た」 構造を実感する と い う
授業の流れであ る 。 こ の先行実践は張弦梁の製作
を通 して， 建築構造の面 自 さや驚き を内包 した教
材 と しての提案 を行っ た も ので、あっ た。
②ク ロ スパズルの先行実践
森山他 (2009) が紹介 した ク ロ スパズルを参考に
して， それを基に教材を試作 した。
③正方形ノ《ズノレの先行実践
森山他 (2009) が紹介 した立体パズルを参考に し
て， それを基に教材を試作 した。 2)
3 実践と 結果
(1) 張弦梁耕寸の実践
張弦梁耕オの実践を 山形市内 A 中学校 1 年生に
行っ た。 こ の実践では， ガイ ダンス の時間で授業
を行 う こ と を念頭に行っ た も ので、はな く ， 三辻 ら
(2011 ) の授業実践を基に， 実際の授業の位置づ
け を考えなが ら 改良 を加えた も のである。 こ の際
の授業の位置づけは， 中学校学習指導要領技術 ・
家庭科 (技術分野) A 材料 と 加工に関する 技術の，
「使用 目 的や使用条件に即 した機能 と 構造につい
て考え る こ と J の部分に対応 さ せて授業を行っ た
も のであ る 。 今回の実践では， 張弦梁の強 さ を公
式で求め る こ と はせず， 張弦梁に親 しみゃすいよ
う 科学的根拠 と な る三角構造の考え方を発展 さ せ
268 
て授業を行っ た。 図 4 に実践で使用 したモデル教
材を示す。
図 4. 張弦梁のモデル教材
表 1 に単元計画を示す。 単元計画は 2 時間で構
成 しである。
表 1 . 単元計画
学習活動 指導内容
三角構造を知 る 。 建物
身 の 回 り の構造 を 知 の構造に興味を持たせ
る。 るために， 住宅や体育
( 1 時間) 館 の 画 像 な ど を 使 用
し 具体的事例を提示
す る 。
強弦梁 を モ デル化 し 強弦梁のモデル を使用
た教材 を使用 し て 、 し ， 触 らせて， 比較 し
丈夫な構造 を考え よ なが ら 丈夫な構造を生
う 。 ( 1 時間) 徒に考え さ せ る 。
(2) 生徒へのア ンケー ト
授業の終了後に生徒にア ンケー ト を行い， 今後
の改善点を考え る ための資料集めを行っ た。 ア ン
ケー ト においては， 授業の感想 と 張弦梁の耕寸に
ついて， 自 由 に記載 させた。
4 考察
(1) ア ンケー ト 結果か ら
授業の感想、 と して多かっ た も のに， I張弦梁の
モデルを触 り なが ら観察する こ と ができ たので分
か り やすかっ た。 J I楽 し く 学習す る こ と がで き
た。 j な どの記述がみ られた。 技術 ・ 家庭科の授業
では， 楽 し く 学習する こ と が大切な要素の一つで
あ り ， I楽 し さ 」 か ら 興味 ・ 関心を高め る こ と がで
き る教科であ る。 興味 ・ 関心を高め る こ と に こ の
教材は有効であ る と 考えた。
そ の他の感想 と して挙が っ ていた も のは， r楽
し く 学習はでき たが， 難 し く て理解は出来ていな
し リ な ど， 張弦梁について理解する こ と ができ な
かった と 記述 した生徒も少な く なかっ たo こ の こ
と か ら， 楽 し さ ばか り が先行 し， 学習になってい
なかっ た と い え る。 ガイ ダンス の時間で行 う 授業
や使用する耕オは， 楽 しいのはも ち ろ んだが， し
っ か り と 学習でき る と い う こ と も重要にな っ て く
る。
(2) 教科の側面から
今回の実践は， 学習指導要領に詳細に明記 さ れ
てい る 部分の単元ではなかっ た。 し か し， 201 1 年 3
に起き た東 日 本大震災において東北地方は壊滅的
な被害を受けた。 津波 に よ る被害 も さ る こ と なが
ら， 地震に よ る建物の倒壊も多いのも現実 と して
あ る。 子 ども たちが これか ら直面する生活を考え
れば， 製作品づ く り に と どま らず， 建築物の構造
を対象に授業をする こ と も 重要になっ て く る。 教
科書に詳 しい建築の構造に関 して は記載 さ れてい
ないが， 今後の社会変化を考え る と 必要な知識に
な っ て く る。 生活に密着 した教科であ る 技術 ・ 家
庭科に と っ て， こ れか ら考えていかなければな ら
ない単元 ・ 分野だ と 今回の実践を通 して捉える こ
と がで き た。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点
①三つの樹寸の観点か ら
当 初考 え て いた三つの教材が試作で き た こ と
に よ り ， 学習内容や耕寸 ど う しのつなが り を考え
る こ と がで、 き た。
②張弦梁教材の実践か ら
実際に試作 し た教材を授業で実践 し た こ と に
よ り ， 今後の改善点を考え る こ と がで き た。 張弦
梁の授業の前時で， 基礎的 ・ 基本的知識であ る 三
角構造の授業を行っ た こ と で， その後の張弦梁の
授業では， 思考力 ・ 表現力 ・ 判断力 を活か し， 発
想力や工夫・創造する能力 も 育成でき た と 考え る 。
(2) 課題
実際に試作 し， 実践 した教材が一つに留ま っ て
し ま っ たため， 残 り の教材についての考察を加え
る こ と ができ なかっ たo ま た実践 した授業は， ガ
イ ダンス の授業の位置づけで、行っていなかっ たた
め に， 効率的 ・ 合理的な教材開発はでき ていなか
っ たO 今後は こ の授業を ガイ ダンスの授業に位置
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づけ した も ので考えてし 、かなければな らない。 並
びに残 り の教材も 実践を行い考察を加える必要が
ある。 ま た今回， 実践や試作を行っ た耕オは， r材
料 と 加工に関する技術J の分野に相 当する耕寸だ
けで、あっ た。 今後は， 今技術 ・ 家庭科の中 で注 目
を浴びている ， 計測 と 制御に関する技術の分野に
関する ガイ ダンス用耕オも考案， 試作， 実践を行
う こ と も必要である。
注
P 1) R = 12 sec 8 E."I." 1 + 勺 q -i斗LLZ (síη ey' As Es 
2) ② と ③については， 耕寸についての紹介は資料
集な どでな されてい る が， 実践については確認で
き なかっ た。
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